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本

書
は
、
「
武

家
政

権
成
立

と
い

う
政
治

史
上

の
大
変

化
が
生

じ
た
必
然

性
・
事
情
に
つ
い
て
、
気
候
変
動
要
因
や
社
会
状
況
を
含
め
て
の
理
論
的
見

通
し
を
提
示
す
る
こ
と
」
を
課
題
と
し
て
、
十
二
世
紀
初
頭
か
ら
、
平
家
政

権
が
成
立
し
た
治
承
三
年
（
一
一
七
九
）
政
変
ま
で
の
時
期
を
対
象
に
、
気
候

変
動
が
政
治
史
の
展
開
に
及
ぼ
し
た
影
響
に
つ
い
て
具
体
化
す
る
こ
と
を
目

指
し
た
意
欲
的
な
著
作
で
あ
る
。
 

 
著
者
の
研
究
は
、
一
九
七
〇
年
代
後
半
に
発
表
さ
れ
た
奴
隷
制
に
関
す
る

論
文
か
ら
始
ま
る
（『
日
本
中
世
奴
隷
制
論
』
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
七
年
に
収
録
）。

そ

の
後
は
、
中
世
社
会
で
奴
隷
制
が
拡
大
し
た
背
景
と
し
て
十
三
～
十
四
世
紀

に
か
け
て
冷
涼
化
が
進
ん
だ
こ
と
を
主
張
し
、
ま
た
当
該
期
を
農
業
生
産
力

の
順
調
な
発
展
期
と
説
明
し
て
き
た
通
説
を
批
判
し
て
、
通
説
の
根
拠
の
一

つ
で
あ
る
水
田
二
毛
作
の
展
開
は
生
産
力
の
向
上
を
示
す
も
の
で
は
な
い
と

論
ず
る
な
ど
（『
中
世
の
農
業
と
気
候
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
）、
気
候
変
動
と

歴
史
学
と
を
つ
な
ぐ
方
法
の
開
拓
に
努
め
ら
れ
て
き
た
。
 

 
こ
う
し
た
氏
の
既
往
の
研
究
成
果
を
前
提
に
、
本
書
で
は
さ
ら
に
時
期
を

遡
ら
せ
て
、
主
に
十
二
世
紀
を
対
象
に
気
候
条
件
が
政
治
史
上
の
事
件
に
及

ぼ
し
た
影
響
を
跡
づ
け
る
こ
と
が
試
み
ら
れ
る
。「

一
章
」
で
は
、
十
二
世
紀

以
後
、
日
本
・
朝
鮮
・
中
国
で
共
通
し
て
「
武
に
よ
る
新
秩
序
」
が
形
成
さ

れ
た
要
因
は
、
一
一
〇
〇
年
直
前
頃
に
温
暖
化
の
頂
点
を
過
ぎ
て
冷
涼
化
が

進
ん
だ
点
に
あ
っ
た
と
主
張
す
る
。
ま
た
、
氏
が
冷
涼
化
の
指
標
と
し
て
依

拠
し
た
「
フ
ェ
ア
ブ
リ
ッ
ジ
海
水
面
変
動
曲
線
」
の
変
動
に
つ
い
て
、
屋
久

杉
の
年
輪
成
長
幅
か
ら
精
度
を
高
め
る
こ
と
が
図
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
デ
ー

タ
を
も
と
に
し
な
が
ら
十
二
世
紀
の
政
治
状
況
を
捉
え
直
す
試
み
が「

二
章
」

以
下
で
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
 

 
「
二
章
」
で
は
、
保
元
の
乱
の
分
析
に
う
つ
り
、
乱
の
原
因
と
し
て
、
冷

涼
化
に
と
も
な
い
十
二
世
紀
前
半
に
頻
発
し
た
飢
饉
に
よ
り
中
央
へ
の
徴
収

物
が
激
減
す
る
中
、
中
央
支
配
層
は
荘
園
の
確
保
に
奔
走
し
、
そ
の
認
可
を

め
ぐ
っ
て
朝
廷
内
で
の
対
立
が
深
刻
化
し
た
こ
と
、
ま
た
荘
園
問
題
が
地
方

で
の
武
力
衝
突
を
引
き
起
こ
し
、
武
力
に
よ
る
解
決
が
一
般
化
し
つ
つ
あ
る

社
会
状
況
が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
つ
づ
く
「
三
章
」
で
は
、
平
治

の
乱
に
至
る
過
程
に
検
討
が
加
え
ら
れ
、
冷
涼
化
・
飢
饉
状
況
の
中
、
信
西

が
主
導
し
た
政
策
へ
の
反
発
に
乱
の
淵
源
が
あ
っ
た
こ
と
が
主
張
さ
れ
る
。
 

 
さ
ら
に
「
四
章
」
で
は
、
平
治
の
乱
後
へ
と
検
討
が
進
む
。
一
一
六
〇
年

代
は
二
条
親
政
・
後
白
河
親
政
の
も
と
中
央
政
界
は
相
対
的
安
定
期
を
迎
え

た
が
、
一
一
七
〇
年
代
に
入
り
再
び
気
候
条
件
が
悪
化
す
る
と
、
社
会
的
矛

盾
・
対
立
が
激
化
す
る
こ
と
に
な
り
、
軍
事
・
警
察
機
能
を
担
う
こ
と
で
異

例
の
出
世
を
遂
げ
て
い
た
平
家
が
そ
う
し
た
矛
盾
・
対
立
に
直
面
す
る
こ
と

に
な
っ
た
と
す
る
。
結
果
、
悪
化
す
る
社
会
状
況
に
有
効
な
打
開
策
を
見
出

せ
な
い
後
白
河
院
政
に
対
し
て
、
清
盛
は
反
発
を
強
め
て
ク
ー
デ
タ
ー
に
走

っ
た
と
さ
れ
、
平
家
政
権
の
成
立
が
気
候
変
動
を
規
定
要
因
と
し
て
論
じ
ら

れ
て
い
る
。
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近
年
、
精
緻
化
が
進
む
十
二
世
紀
の
政
治
過
程
研
究
と
は
一
線
を
画
し
た

独
自
の
解
釈
が
な
ら
ぶ
本
書
に
は
、
興
味
深
い
点
と
と
も
に
や
や
違
和
感
を

禁
じ
得
な
い
部
分
も
あ
る
。
今
後
、
本
書
で
の
提
起
を
受
け
て
、
気
候
変
動

が
政
治
過
程
に
及
ぼ
し
た
規
定
性
を
具
体
化
す
る
研
究
が
深
め
ら
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
、
つ
た
な
い
紹
介
を
閉
じ
た
い
と
思
う
。
 
 
（
前
田
英
之
）
 

      

           


